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９月例会｢マダム･イン･ニューヨーク｣９月 16日(木) 
新型コロナウィルス感染症緊急事態宣言の延長が不透明な中、２回に減らして開催 

 みなさんお元気ですか  

新型コロナウィルスのワクチン接種も進みつつある

のに若年層に広がりを見せ、４度目の緊急事態宣言が出

ました。「早く収束を」と思いますが、まだまだ油断で

きない状況です。９月 18 日から開かれる予定の映画大

学は、残念ながら昨年に続き中止となりました。 

9月例会は、時間を変更して開催します。 

今の様子では、緊急事態宣言が解除されても会場は、

８時までの使用になるかもしれません。片づけも考え、

２回目の開始時間を早めることにしました。いつも夜の

部に参加されていた会員さんには大変申し訳ありませ

んが、苦渋の選択です。ご容赦ください。参加にあたっ

ては､①自宅で体温を測定 ②入館時には手指の消毒 

③マスク着用 ④｢３密｣にならないようなるべく周囲の

方と距離をおく を守って、楽しく映画を楽しみましょう。 

 運営が厳しくなり、運営委員会では封筒ではなくて、

「はがき」でのお知らせも検討しています。ご意見・ア

イディアお待ちしています。切手等のカンパも受け付け

ております。ご協力よろしくお願いします。 

＊例会当日は、総合文化センター１階がワクチン接種会

場になっていますので、いつもと反対の階段をご利用く

ださい。また、エレベーターは使用できますので、会場

案内の方の指示に従ってください。 

＊ワクチン接種開始時刻２時と重なっています。駐車場

が混雑する場合がありますので早めにお越しください。 

例会のお知らせ 

■名称／第113回例会『マダム･イン･ニューヨーク』 

■日時／2021年 9月 16日(木) ①PM2:00～､②PM5:15～ 

  （いつもと違う回数と時間です。ご注意ください。） 

■場所／加古川総合文化センター大会議室 

  (JR東加古川駅から北へ徒歩 10分､車は加古川 

  バイパス加古川東ランプ北東へ 600m) 

■受付／入会手続きが終わっている方は、受付に同封の

｢例会参加券｣をお渡しください。入会手続きしていない

方は、受付で 4 箇月分の会費(2000 円)を支払い、入会

手続きを終えてから｢例会参加券｣をお受取りください。 

【例会作品データ】  

■タイトル／マダム･イン･ニューヨーク 

 原題：ENGLISH VINGLISH 

■監督／ガウリ･シンデー 

■出演／シュリデヴィ、アディル･フセイン、メーディ･

ネブー、プリヤ･アーナンド、アミターブ･バッチャン 

■データ／2012年、インド、134分 

■ジャンル／ドラマ、ロマンス、コメディ 

■イントロダクション／『マダム･イン･ニューヨー

ク』は、ど派手なアクションや歌とダンスが満載とい

う、これまでのボリウッド映画(インド･ムンバイのイ

ンド映画産業全般につけられた俗称)のイメージを変

えた珠玉作として脚光を浴びた感動エンターテイン

メント。世界中の女性にエールを贈る 普遍的なテー

マは誰の心にもすがすがしい余韻を残してくれる。 

 主人公は、インドのごく普通の主婦シャシ。夫と子

供に尽くすことが務めだと信じている。たとえ、夫や

子供 に感謝されなくても、認められなくても、だ。

しかし、そんな彼女が英会話という小さなきっかけを

通して、 それまで抱いていたコンプレックスをはね

のけ、ひとりの女性としての誇りと自信を取り戻す。 

(作品ホームページから部分抜粋） 

 インド発の女性ドラマ。主演はインドの国民的女優

シュリデヴィ。監督は本作が長編デビューとなる女性

監督ガウリ・シンデー。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



私の映画ＫＡＮ－映画と本のコラボ－ 

 ７月例会『風をつかまえた少年』の映画を見た後、図

書館へ行った時、（ひょっとして原作本あるかな？）と

思い、検索してみました。なんと、ヒットしました。作

者は、ウィリアム･カムクワンバ。映画の主人公です。 

カムクワンバが作った風車が新聞記事になり、それを通

じて世界中に知られることになりました。そして、「Ｔ

ＥＤグローバル」（グローバルな問題をテーマに年１回

開催される国際講演会）に招待され、世界から注目され

ます。そして、この経験を本人が語り、ジャーナリスト

が１冊の本にまとめて「風をつかまえた少年」が出版さ

れ、23カ国語に翻訳されてベストセラーとなりました。

そして、映画化もされたのです。 

 映画の初めに登場した葬送歌と踊り手（グレワムクル

というらしい）「何？」と引き付けるものがありました。

魔術が生活の土台になっていたことを物語っていたと

いうことを、本を読んでわかりました。舞台となったア

フリカのマラウイは、当時人口の２％しか電気を使うこ

とができず、世界で最も貧しい国のひとつでした。本は

380ページありますが、その半分は、マラウイの貧しい

生活の様子や干ばつ、食糧難の話でした。魔術で雨を降

らそうとしたり、病気も魔術で治せると思われていまし

た。そんな村なのに、携帯電話を持っている人もいるの

です。映画ではわからなかったけれども、貧富の格差が

ありありとわかります。のちに、カムクワンバが子ども

たちに理科を教える機会があった時に、こう言っていま

す。「発明したり、創造したりできる科学の世界では、

新しいものをつくることで、自分たちの暮らしをよりよ

くすることができる。僕たちみんなが何かをつくって動

かせば、マラウイをかえることもできる」 

 小さなことですが、新型コロナでマスクがなくなった

とき、「じゃあ作ればいい」と、たくさんの人が作りま

した。必要があると人は動ける証拠です。 

 解説の池上彰さんは、「学ぶということがこれほどま

でに人生を豊かにしてくれるとは。大人たちが見向きも

しない素朴な疑問に取りつかれた少年は、疑問を独力で

解くことにしました。『何かを実現したいと思ったら、

まずはトライしてみることだ』これが少年の信念です。」

と述べています。映画と本がコラボすることによって、

より深く映画の主張したかったことがわかったような

気がします。これからもぜひ原作本を読んでみたいと思

いました。（有） 

前回の例会報告 

 ７月21日(水)の７月例会では、アフリカ・マラウィを

舞台にした『風をつかまえた少年』を鑑賞しました。 

 アフリカの最貧国のひとつマラウイで大干ばつの中、

貧困で学校に行くこともできなくなった少年が、図書館

で出会った本から、独学で風力発電で乾いた畑に水を引

くまでのヒューマンドラマを鑑賞しました。 

 参加会員 89名、明石シネマクラブから８名参加。 

明石シネマクラブ例会情報 

■名称／第 66回例会『ニューヨーク 親切なロシア料理店 

    ～新しい人生、メニューにあります。～』  

■監督／ロネ･シェルフィグ 

■出演者／ゾーイ･カザン、アンドレア･ライズボロー、 

 タハール･ラヒム、ケイレブ･ランドリー･ジョーンズ 

■ジャンル／青春ドラマ 2019 年 デンマーク他 115 分 

■解説／ニューヨーク

の傾きかけた老舗のロ

シア料理店を舞台に、夫

の暴力から逃れるため

２人の息子とともに着

の身着のままでやって

来た母親が、それぞれに

事情を抱えた訳ありな

人々と出会い、彼らの優

しさに支えられて新しい

人生へと踏み出していく

姿を描く。 

■日時／10月 15日(金)①PM2:00－､②PM4:30－､③PM7:00－ 

■場所／アスピア明石９階子午線ホール(ＪＲ明石駅東徒歩 5分)  

■目的･内容／加古川シネマクラブと明石シネマクラブ

の交流事業として､映画鑑賞の機会を増やし新入会員を

増やそうと､例会に相互参加できるようにしています。 

■受付／会場受付で､①加古川シネマクラブの会員で

あることを証明するもの(氏名が記されている例会参

加券が送られてきた封筒など)を提示し､②鑑賞希望

であることを告げて､③受付簿にサインする 

■明石シネマクラブ TEL 090-3860-6662 (金沢まで)  

ご意見をお待ちしています 

映画の感想や意見など､このニュースへ記事をお寄

せください。200-300 字程度にまとめていただければ

助かります。おすすめ作品をファックス､メールや例

会会場のアンケート用紙でお知らせください。 
 

加古川シネマクラブ 〒675-0101 

加古川市平岡町新在家 752-46 B-313山本方 

TEL 090-9283-0435  FAX 079-425-4499 ※ 

E-MAIL cinemaclub@nifty.com 

 http://kakogawacinemaclub.c.ooco.jp/ 

※ファクシミリの番号が変わっています。 
会員数 134人(7月 21日現在)  


